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アザ レヤの開花相に及ぼす夜温の影響
箱 崎 美 義
(昭和47年7月31日受理)
E舐ects.ofNigbtTemperatureontheFloweringProcessofAzalea
MlyOSHIHAKOZAKI 　
Theauthorcarriedoutthesomeexperimentstounderstandthe.effectsofnighttemperatureonthe
floweringprocessofAzalea.
TheAzaleawhosenameisOKANwascultivatedastheexperimentalmaterials.Themateria互s
weregrown・underthenighttempe'ratureo口0℃for14hrs,15。Cfor14hrs,20℃for14hrsandthe
naturaltemperaturefor10hrsforeachplot,andunderthedaytemperatureof25。Cfor10hrsfor
wholeplots.
Theseplantsweregrownundertheconditioninwhichthenighttemperaturewasdifferentfrom
eachotherfromDecember28in1970totheflowerabscissiontimein1971。
There§ultsobtainedfromthe3nighttemperaturelevelsandonenaturalnighttemperaturelevel
areasfollOWS;
1.Thedevelopmentofflowerbudsinhighnighttemperature(20℃)werefasterandlargerthan
thatoftheotherplots.
2.Ittookfewerdaysforthematerialinhighnighttemperaturetoflpwerthanthoseofthe
otherplots.Soth6floweringtimeinhighnighttemperaturewas51daysearlierthan'thatinthe
naturalnighttemperature・
3.SizeperoneflowerinhighnighttemperaturewassmaUerthanthatoftheotherplots,the
・i・eval・・i・high・ightt・mp…t・ ・ewas74P・ ・cent・9・i・・t出 ・v・1・・i⑪ ・t・ra1・ightt・mperat・e・.
4.AsforfloweringperiodineachPlot,theplotsof10℃and15℃werelongerthantheplotsof
20℃andnaturaltemperature,and且oweringtimeperone且owerintheplotof15。Cwerelonger
thantheotherplots.
1.緒 言
夜温が植物 の生育相に及ぼす影響については,良 く知 られ ている ところであるが,比 較的に感
温性 の強いアザ レヤでは,生 育,開 花及び品質を左右す る要 因として温度環境 のもつ意義は大 き
い と思考 される。特に,促 成栽培においては,低 温期(初 冬12月 か ら翌春3月 まで)に 加温条
件下 で育成が行なわれ ることから,加 温施設の温度管理を どう行な うべ きかは,実 際の栽培に当
って重要 な課題であると考 えられ る。その うちで も,夜 温条件をいかに保.つべきかは,促 成効果
と加温経費の節約 などの点か ら特に解明を要す る点であろ う。
これ まで,ア ザ レヤの促成栽培 に関連す る花芽の分化,発 育及び開花 と温度i)・7)・8)・12～15)・17ny20),
目長15)・18)・19),光度6》,施肥i,及び植 物生長調整剤1"'3}・5)・8)・9)・12)・ld)・le)などの関係については数多
くの研究 が行なわれて きた。 しか し,夜 温 と開花生態20)との関係については詳 しい報告は見 当ら
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ない。
そ こで,促 成栽培におけ る夜温管理 の合理的方法を確立す る目的 の もとに,夜 温 と開花 との関
係を解 明す ることとした。即 ち,1964～1965年と1970～1971年の2回 にわた り実験を行ない,
両 回ともほぼ同様の成績を得たので,本 報 では1970～1971の成績について検討を加 え,夜 温 と
開花相 との関係を述べることにす る。
2.材 料 と 方 法
供試品種 としては,挿 木3年 目苗 の王冠種(促 成用,中 生種)を 第一園芸K.K.か ら購入 し
(1970年10月27日),直ちに13.5cm鉢に一株 ずつ定植 し,以 後52R間 にわ た り自然条件
下に置 き,戸 外 の低温に充 分あわせた上 でそ の株 を材料 として用 いた。その間の気温は,Fig・1
のよ うな季節的推移を示 した。
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処理 区分は,無加温 と加 温区 とし,更に加温区を夜温 レベルに従 って10。C土1。C区,15。C土1。C
区,20。C±10C区に分け,計4区 を設定 した。 無加温 区は ビニルパ イプハウス(45m2)を,加
温区は 自動温度制御装置を備 えた1棟3室(90m2)を 用い,そ の各室(30m2)を1区 として夜
間の加温処理を行tsった。実験上設定 した昼夜 区分は,午 後6時 か ら午前8時 までの14時 間を
夜間,午 前8時 から午後6時 までの10時 間を昼 間 として定 めた。尚,各 区 とも同一条件 にあ る
昼間の温度管理については,室 温を25。C以内に とどめ,換 気につ とめて区間差 の生 じない よ う
に留意 した。夜温は処理 区分に従 って設定 したが,無 加温 区のそれはFig.2の よ うな季節的推
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移を示 した。実験中の肥培管理については,す べて慣行法の基準に よって適宜 に実施 した。
調査 の対象花は,各 区 とも5株 中か ら大 きさの均一な花芽(長 さ10.Omm,直径5.Omm)'を
10個(1株 当 り2花)え らび,こ れ らの調査花について落花時 まで花蕾の伸長(10日ご と),開
花数(5Bご と),開花時の花径,そ の他開花相に関 して経時的に調査測定 した。
3.実 験 結 果
◆
1)花 蕾について
花蕾 の伸長 と夜温 との関係を見 ると(Fig.3参照),最 も伸長速度の大 きい時期は,処 理始か ら
20。C区で30～40日 目,15。C区で40～50日 目,10。C区で60～70日 目,無 加温区で80～90
日目の間にあ り,各 区 ともその推移は,処 理開始か らの経過 日数(以 後は処理後 日数 とい う)に
従 って増大す る傾 向にある。一方,処 理開始後か ら開花に達す るまでの期 間(以 後は開花必要期
間 とい う)の 花蕾 の伸長は,夜 温の高い区ほ どその値が大 き く,低 い区ほ どその値が小 ざい。た
だ し,無 加温区のそれは,全 区中で最大 の26.Ommを示 し,10。C区の19.Ommの 約1,5倍
に達 した。尚,花 蕾 の伸長は,初 めにやや停滞気味に推移 し,後 半にな ると急激になる。 この停
滞傾 向は,夜 温の低い区ほ ど長期 間にわた り,高 い区ほ ど短期間で終 了す る。
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次に・花蕾の直径 と夜温 との関係を見 ると(Fig..4参照),そ の直径が最 も速 く増大す る時期
認 は・処理後 日数 として20。C区で20～30日,15。C区で40～50日,10。C区で60～70日,無
加温区で80～90日の間に認め られ る。 この時期は,20。C区を別にす れば,花 蕾の伸長のそれ と
全 く一致す る。開花必要期間中の花蕾直径の増加は,夜 温の高い区ほ ど大き く,低 い区ほど小さ
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い。即ち,開 花 直前の花蕾 の直径は,20。C区で12.4mmで 全区中最 も太 く,10。C区のそれは
8.8mmで最 も細 い。尚,こ れ らの推移について見れば,処 理開始後一定期間は全 く停滞 して,
花蕾伸長の場合 と同様に高温区で停滞期問が短か く,低 温 区でのそれは長い。 しか し,停 滞 と増
大 との時期区分が極めて明確にあらわれ る点で,花 蕾伸長 とは僅かに相違を見せ ている。
2)開 花につ いて
開花 と夜温 との関係を発生期別に見 ると(Fig.5参照),処 理期間中において最 も高い開花率
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を示す時期は,200C区で40～45日,
100～105日の間にあ り,
加温区の両区で31.3%と な っている。
これを,総 開花数の推移について開花率 の累積 と夜温 との関係として見 る と(Fig.6参照),
Fig.5で示 した開花率の経時的推移 として とらえることができる。即ち,開 花始は,処理後 日数
として20。C区で30日,150C区で50n,100C区 で70日,無 加温区で90日 とな り,夜 温
の高い区ほ ど早期に開花 し,低 い区ほ ど晩 い。 このことが,ま た開花期 の早晩 と して も あ らわ
れ る。 開花始か ら開花数が100%に 達す るまでのn数 は,無 加温区(25日)<20。C.区(301ヨ)<
150C区=10。C区(35日)の関係とな り,全 区中で無加温 区が最 も短期間で,15。C区と10。C区
のそれは最 も長期間を要 した。
3)花 径の大 きさ{こついて
開花時の花の大 きさ と夜温 との関係につ いて見 ると(Table1.参照),その長径,短 径 とも無加
温区が最 も大 き く,加 温区では低夜温区ほ ど花径が大 きい。一方,花 弁長では,高 夜温区ほど長
く無加 温区のそれは10。C区と15。C区の中間の値を示 した。 この ように,加 温区では,花 径の
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150C区で55～60日,10。C区 で80～85日,無 加 温 区 で
そ の時期 の開 花率 は10。C区,20。C区 の両 区で41.7%,15。C区,無
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Table1・Effectsofnighttemperatureonthesizeoffiower.
Sizeofflower
Nighttemp.
treated
Diameter(cm)
Max・(Index) (lndex)
Petallength
(cm)(Index)
10。C 7.24 (88) 6.92(87) 4.7 (96)
15℃ 6.81 (81) 6.42 (81) 5.0. (102)
■
20。C 6.24
」
(74) .5.86. (74) 5.3
.
(108)
1
Non-heated 8.41 (100) 7.94 (100) 4.9 (100)
Note:MeasuredatthenσweringdurlngfromJanuary,27.toApril,6.in1971
(Averageof15f玉owers).
Table2・Effectsofnighttemperatureonthedateanddaysoffiowering.
Nighttemp.treatedFloweringdateNeeddaystofloweringAveragedaysofflowering
10。C 3.3 75 15.4
15℃ 2.6 50 .17 .8
20。C 1.26 39 13.2
Non-heated 3.27 99 15.8
'
'
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大 きいほ ど逆 に花弁長が小 さい とい う関係をあ らわ し,無 加温区のそれは,花 径が10。C区よ り
も大 きいにもかかわ らず花弁長 もまた僅かに長 く,加 温区の相互関係 とは異な る傾 向を示 した。
4)開 花に関連す る経時的要素について
開花始,開 花所要 日数及び一花平均開花 日数 と夜温 とめ関係を見 ると(Table2.参照),開花
始は,既 に開花 の項で述べた ように夜 温の高い 区 ほ ど早 く,低 い区ほ ど晩 い。即ち,20。C区の
開花 目に対 して150C区で11日,10℃区 で37日,無 加温区で61日 の遅 れを示 してい る。 これ
を季節的に見れば,20。C区では1月26日 に開花を始 めたが,無 加温区でのそれは3月27日 で
あ った。従 って,開 花所要 日数 もまた同様 で,夜 温 の高い20。C区で39目,無 加温区 では最 も
長期を要 して99日 とな り,前者 の約3倍 の所要 日数 とな って いる。一花平均開花 日数は,15℃
区の17.8目が最 も長 く,他 の区はすべてそれ より短か く,特 に20。C区は13.2日で,一 花平
均開花 日数 として150C区よ りも4.6日 も短命であることが認め られた。
4.考 察
アザ レヤの促成栽培に関連 して,温 度条件 と花芽の分化,発 育,開 花 との関係を追求 した研究
は,海 外ではBoODLEYI)をは じめ,そ の他の多 くの研究者7)・8)・14)・16)によって進め られ,我 が 国
では横井t7)・18)・19),中静 ら20)の研究が ある。 しか し,夜 温を中心 とした開花生態 については,中
静ら2e)が僅かに取扱った程度 で,こ れに関す る詳 しい研究は見 当 らない。著者は,夜 温条件が花
の発 育に どの ような影響を与えるか,そ して,そ れが促成栽培上 どのよ うな意味を持つかにつ い
て この実験成績について検討を加 えて見たい。
先づ,花 蕾の生長をその伸長(Fig.3参照)と 直径 の増加(Fig・4参照)に よってどらえ,
その発育程度を数量的に測定 した ところ,加 温処理 を した場 合,高 夜 温ほど花蕾 の発育が良 く,
かつ,そ の発育速度 も優れてい ることが認め られた。 しか し,無 加温区 のそれは,花 蕾期間が加
温区のいずれ の区 よ りも長 く,花 蕾の発育量は最 も優れてい るが,そ の発育速度 では最 も遅 い。
花蕾 の発 育の推移に見 られ るごと く,花 弁の発育段階に入 ると急速に花蕾 の伸長,そ の径の増大
が進行 し,こ の段階以降開花までに要す る 日数には,夜 温 の影響 が殆ん ど認 められない。それ に
もかかわ らず,花 蕾期間の長 さには明らかに夜温の影響を認め ることがで きる。 これは,花 蕾期
の前 半期即ち蒔 く鱗片)の 発育を中心 とす るこの時期には夜温が強 く関連 し,こ の期間が花蕾発
育 の停滞期を形成す ることにな る。換言すれば,夜 温 の高低に よって生ず る薯 く鱗 片)の 発育速
度 の遅速が花蕾発育の速度を左右 し,従 って,花 蕾期間は夜温の高い区ほ ど短か く,低 い区ほ ど
長期化 した もの と考え られ る。 このことは結局 のところ,開 花期 の早晩に も直接的に影響 してい
る(Fig.5参照)。無加温区の花蕾期が最 も長期間であ った ことも,花 蕾期 の夜温が加温区 よりも
はるかに低 温であ った(Fig,2参照)こ とか ら理解できよ う。
この よ うに,開 花は夜温の高いほ ど早期に開始 され る。 しか し,開 花始から落花までの期間は
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10。C区と15。C区で最 も長 く(35日間),次いで20。C区(30日間),無加温区(25日間)の 順で
示 された。 これ は,各 処理 ごとに開花時期が異な ってい るために開花期 と対応す る昼間温度に大
きな差異があることか ら生 じた もの と考えられ る。即ち,10。C区は開花期が3月 であ るために夜
温の低温であることが,また,15。Cでは開花期が2月 の最低温期に当 ってい ることが昼間の低温
に よって開花期を35日 間 とい う最長期間 とした もの といえ よう。20。C区が前2区 よりも5.日間
も短かか ったのは,開 花期が1月 下旬か ら2月 中句であった ことか らすれば,夜 温の高温が開花
を促進 して短期間に開花か ら落花に到 った ものと見 てよかろ う。更に,無 加温区では開花期が既
に気温上昇期の3月 下旬か ら4月 中旬にかか っていた ことか ら,夜 温 は10。C以下 で は あった
(Fig、2参照)が,昼 間の気温は開花を促進す るに充分 な温度条件に達 してお り,そ のために最
も短かい開花期間 とな った と理解す ることが妥 当であ ると思われ る。
開花 した花 の大 きさは,開 花時期 の晩い区(Table2.参照)即 ち,花 蕾期が長 く夜温 の低い区
ほど大形 となる(Table1.参照)。 他方,一 花平均開花 日数では,無 加温区が最 も長 い間開花 し
ていることを示 し(Table2.参照),無 加温区の開花時期 の夜温が最 も低 温であった ことがわか
る(Fig.2参照)。従 って,一 花平均 開花期間を長 く保つ ためには,夜 温が高す ぎても,低 く過
ぎても不良条件 として働 く。その結果,一 花 の平均開花期 間を長 く維持 す る条件は115。C前後
のところにあ ると考 えられ る。
以上 のことか ら,次 の ことがいえ よ う。加温に より夜温を高め ることは,開 花必要 日数 を短縮
して,早 期開花を促すが,花 形をやや小形にす る。 従 って,夜 間 の加 温に当っては,開 花促進 の
効果 と花 の小形化 との関連を よ く見定めた上で合理的に夜温 レベルを選定すべ ぎであろ う。即ち
この考察の結果では,花 蕾期における夜温を高めることが開花の促進に効果的であ り,開 花中 の
開花期間の持続には15。C前後の夜温を保つ ことが 良い と推論 され,花 蕾の発 育の段階に応 じて
適切な夜 温管理をすることが,ア ザ レヤの促成栽培 において極めて有効に機 能す ると思われ る。
5.要 約
アザ レヤの開花相に与え る夜温の影響を知 るために,材 料 として王冠種(3年 生 の挿 木苗,促
成用,中 生種)を 用い,無 加 温と加 温区(夜 温について100C区,150C区,200C区)を設け2
回にわた り実験を行な ったが,と もに同様 の傾向を示 した ので,本 報 では,1970～1971年に行
な った成績について検討 した。
その要点は次 のようである。
1.花 蕾の発育は,夜 温の高い区ほ ど速やかで,且 つ大形の花蕾 となる。
2・ 夜温の高い区ほど短期間で開花期に達 し,高 温区の開花は無加 温区 のそれ よりも51日 早
やかった。 .
3.花 形は,高 温区ほ ど小形化 し,高 温区の花径は無加温区の74%に とどまった。
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4.開 花期 間 は10。C区,15。C区 で 最 も長 く,20。C区,無 加 温区 で 短 か った。
5.一 花平均開花 日数は15℃ 区で17.8日を示 し,そ れ よ りも夜温が高 くても低 くて もその
日数は短縮 し,短 命 とな った。
謝辞 本稿を草するにあた り,ご校閲を賜わった本学農学部宮岡一雄助教授に対 し衷心より感
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